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市街地保全への適用に関する

考察

研
究
論
文

１．はじめに

1-1．研究の目的と背景

本稿の目的は、「文化的景観」（culturallandscape）

を読み解く手法としての「場所論」の有用性を提示

し、こうした手法が歴史的市街地を保全するうえで

有効な手法となり得ることを示すことにある。

「文化的景観」とは、それまでの文化遺産がモニュ

メンタルな欧米型の記念的建造物に偏重しており、

本来文化遺産が包含している多様な価値観が反映さ

れていないという指摘に対して、「生きた文化」

(livingculture)、「伝統」（livingtradition）など広く

人間の諸活動に関わるあらゆる自然的・文化的要素

を相対的に「景観」として捉え、そこに居住する人

間の生活の証として位置付けようという考え方であ

る（根木ほか'999：pp54-58)。次章以降で詳しく

述べるように、こうした概念はもともとUNESCO

世界遺産委員会において、1980年代以降に「田園景

観」を拡大解釈して始まった議論である。その結果

として、現在も主たる議論においては、庭園･公園、

名勝・景勝地、農耕地と一体となった農村、劇的な

自然環境に配された文化遺産など、自然的要素をま

ず景観（landscape）として捉えたうえで、その文化

的価値を評価していくという手順を踏んでいる。そ

のため、人工的要素が強い都市景観（townscape）

そのものが議論の中心となることはほとんど無い1．

一方で、文化遺産としての歴史的市街地の保全を

めぐる議論においては、伝統的建造物の物理的保存

だけでは不十分であり、そこに継承されてきた社会

的．文化的環境や、市街地を取り巻く周辺区域の環

境を含め、適切に文化遺産の「全体性」を保全する

ことが重要である、との指摘がなされるようになっ

てきている２．例えば、本稿で事例として取り扱う

中国雲南省麗江地区麗江ナシ（納西）族自治県大研

鎮旧市街地（1997年に世界文化遺産として登録。以

下「麗江旧市街地」と呼ぶ)３も、周辺の自然環境

との文化的結びつきや、都市空間における場所のも

つ社会的．文化的意味合いが極めて強い空間構成と

なっているにもかかわらず、保護政策は建築景観規

制を中心に行われているのが現状であり、その他の

文化的要素についての保護の枠組みが十分であると

は言いがたい４．そしてこのことは、世界文化遺産

としての評価の対象があくまで伝統的住宅建築群で

あり、保全対象がこれに限定されていることに起因

する5．裏を返せば、それ以外の要素が遺産として

位置付けられていない、あるいは遺産との関連性が
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明確に示されていないことを示している。

つまり、UNESCOにおける世界遺産の議論に限っ

てみても、歴史的市街地保全に関する議論と文化的

景観保全に関する議論は全く別のカテゴリーに属す

るものとして切り離されて行われているのである。

1-2．研究の方法と本稿の構成

本研究ではこうした背景に基づき、以下に示すよ

うな具体的な３つの手順により、「文化的景観」概

念の歴史的市街地保全への適用を試みる。

第一に、これまでのUNESCO世界遺産委員会を

中心とした「文化的景観」に関する議論の流れを整

理し、その定義、評価される文化的価値を明らかに

する。具体的には、UNESCO世界遺産委員会を中

心とした国際機関による関連資料の収集を行い、文

化的景観に関する議論の経緯を整理するとともに、

これまでに登録された文化的景観の分類を行う。本

稿ではこれが第２章に当たる。なお資料整理の便宜

上、本稿で参照する国際機関における議論ならびに

世界遺産の登録件数・登録事項は1999年末時点まで

に公表されているものに限るものとする。

第二に、「文化的景観」概念を歴史的市街地に適

用するために、麗江旧市街地とその周辺区域（以下、

この周辺区域を含めた範囲を便宜上「麗江」と呼ぶ）

を対象に実地調査を行い、都市景観やその周辺自然

景観を構成する要素の社会的・文化的意味合いを分

析する。つまり、これら要素が「文化的景観」とし

て如何に評価可能かの検討を行う。これが第３章で

ある。本研究ではそのための手法として、建築学分

野における、空間の「場所論」的分析手法を援用す

る。

なお「場所論」とは、空間を形態として理解する

のではなく、空間はそこに発生する活動との関係に

おいて意味があるという考え方であり、これまで建

築・都市・住まい・社会空間・風景などを対象にそ

の研究が行われてきた6．これら研究では主として、

空間の領域と方位、意味と価値、中心と境界、符号

と象徴、感覚と認知などの事柄がその具体的な分析

対象となっている。つまり、場所論では空間を「実

存的空間｣７として、日常生活経験との関係性にお

いて理解する点に特徴があるのである。したがって

場所論を援用することで、単なる建築の物理的形態

面からだけでは解釈できない、文化や生活様式を含

めた「活きた」都市空間が説明できると考える。な

お、この段階でのデータは、麗江の伝統文化に基づ

く空間理念に関する文献のレビュー、並びに現地確

認調査（2000年４月～６月・１１月～１月、2001年９

月、2002年３月、2003年３月）により収集した。

第三に、これらの結果を踏まえたうえで、麗江旧

市街地に関して現在効力を有している現地政府によ

る保護制度「麗江大研古城保護詳細計画」（以下、

麗江保護計画)ｓの分析を行うことで、文化的景観

保全の観点から、今後の麗江旧市街地保全のあり方

に関する提案を行う。これが第４章である。

なお、このように文化的景観を読み解く手法とし

て場所論を援用した研究は管見したところこれまで

存在せず、またそうした視点を文化遺産管理に応用

した研究も皆無である。このような点から、本研究

は高い独自性を有していると言えよう。

1-3．調査対象地区について

麗江ナシ族自治県は、中国西南部、雲南省西北

高原の、四方を山に囲まれた麗江盆地の中部（海抜

2,416ｍ）に位置し、その中心都市（県人民政府所

在地）が麗江旧市街地を有する大研鎮である（図１)。

大研鎮の轄区面積（新市街地を含めた全域面積）は

56.11㎡、総人口69,230人であり、うち世界遺産登録

の対象である旧市街地（写真１）は面積約3.81㎡、

人口14,477人(4,156戸）を数える(2000年３月現在)9。

写真１麗江旧市街地の町並み（現文巷）

(出所）筆者撮影（2001年９月）
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図１麗江|日市街地（大研鎮）の位置

２．文化的景観に関する議論とその考え方

2-1．ＵＮＥＳＣＯにおける「文化的景観」に

関する議論の経緯

1981年以来、UNESCOの世界遺産委員会では、

人間の営為と自然との結合の所産である景観を「田

園景観」（rurallandscape）と呼び、さらに'987年以

降は概念を拡大して「文化的景観」（cultural

landscape）と呼び替えて、文化と自然の両遺産を同

一の制度のもとに論じられるよう、国際的な保護体

系を構築する努力がなされてきた'０。その結果、

1992年の第16回世界遺産委員会において、「文化的

景観」の概念の導入が正式に決定され、これを「文

化遺産」に含むものとし、以下３つのカテゴリーに

分類･定義されることが決定された（WorldHeritage

Committeel992)。すなわち、①「意匠された空間

(designedlandscape)｣、②「有機的に進化する景観

(evolvedlandscape)｣、③「関連する景観(associative

landscape)｣、の３つである。

こうして文化的景観は世界遺産を構成する新しい

ジャンルとして注目されるようになり、1994年には

世界遺産委員会により、「遺産を“もの”として類

型化するアプローチから、広範囲にわたる文化的表

現の、複雑でダイナミックな性格に焦点をあてたア

プローチへと移行させる必要」があること、そして

｢人間の諸活動や居住の形態、生活様式や技術革新

などを総合的に含めた人間と土地との共存のあり方

を示す事例や、人間の相互作用、文化の共存、精神

的・創造的表現に関する事例なども考慮すべきであ

る」ことが指摘された(WorldHeritageCommittee

l994)u。つまり、従来のように単なる「物件」（有

形遺産、特に不動産）だけを遺産として考えるので

はなく、「景観」を構成するそれぞれの要素を、有

2３

形・無形、動産・不動産を通じた人間の営みの総合

的なシステム（広義の「文化｣）として再構成し、

そのシステム自体に世界的な価値が存在する、と考

えることが重要であると認識されはじめたのである。

2-2．世界遺産における「文化的景観」の

カテゴリー

このようにUNESCOでは、特に1990年代以降、

文化遺産の分野における新しい枠組みづくりが大き

く進展し、登録の対象とすべき文化的景観の範囲や

種別も拡大しつつある。表１は1999年末までに文化

的景観として世界文化遺産に登録された35の事例１２

について、「文化的景観のカテゴリー」と「評価さ

れた文化的価値」に注目して分類を行ったものであ

る。

以下、表ｌに示した文化的景観の３つのカテゴリー、

および近年議論されている第４のカテゴリーについ

て、その基本的考え方と「真正性」の判断１３におけ

るポイント（すなわち重要視される文化的価値、保

全におけるポイント）をまとめておく。

（１）第１カテゴリー

「意匠された空間（designedlandscape)」

第１カテゴリーは、庭園や公園など、人間の設計

意図のもとに人工的に創作された景観であると定義

され、建築・造園作品をデザイン面で評価するとい

うスタンスが強い。そのため保全に当たっては、そ

の意匠が十分保たれているかどうかが重要となる。

(2)第２カテゴリー

「有機的に進化する景観（evoIvedlandscape)」

第２カテゴリーは、人間の生活や土地利用と密接

な関係を保ちつつ有機的に進化してきた景観を指す。

これらはさらに、過去にその関係が終止している

(ｉ）「残存（化石）景観」と、現在も関係性を有す

る（ii）「継続する景観」の2つに細分類され、前者

には遺跡とその周辺景観が、後者には農耕地など伝

統的生業による景観が含まれる。特に後者について

は、自然地形と人間の営為との有機的相互交流（特

に伝統的土地利用など）により景観が形成されてい

る点が重要な文化的価値であるとされており、その

保全に当たっては、遺産をめぐる社会的・文化的枠

組みが現代社会の中で継続して保持されていること

が重要となる。



表１文化的景観として登録された世界遺産の類型

カテゴリーと

その定義〈考え方）
指定景観

第１カテゴリー

「意匠された景観 (designedlaIrldscape)」

人間の意思紅よって設

言･され＄意識的髄作り111

された差観

庭園・公園・墓園

と建造物（群）

運河〈‘橋梁、水門

など含む）

第２カテゴリー

「有機的に進化する景観<evolvedlandscape>」

〈Ｉ）残存(化石)景観：

進化の過程が過去のあ

る時期に突然あるいＩ淫

時代を超えて終.:#:"て

いる残存〈化請）景観

〈ii）継続する紫観

仁統的な生活様式と密

接に結びつき､現代社会

の牛で活発な社会的役

割を保ち､進化の過程が

今なお進行;1ｺである継

続中の景観

第３カテゴリー

占代・中世遺跡と

その周辺景観

産業遺産（鉄道〉

と沿線の自然地

域

農業景観､集落景

観と農業景観

集落景観と自然

景観

牧畜利用されて

いる自然景観と

関述施設祥

：:拓地

人工色の強い自

漆風景地

｢関連する景観（associativeIandscape)」

自然的要素の強〃な宗

教的、芸術的、または文

化的な関連性によって

定義される景観(文化的

複合景観）

|,I岳地域、岩塊な

ど

||ｌ岳、｜Ⅱ林、寺社

境内など

海浜景観

,:1濡景観、、園景

観

事例数

1０

９

1７

目

２

７

２

１

１

１

８

２

４

１

評価される景観の

文化的価値

意匠（特に造園的設言･意図．

手法）

述築的構成と景観デザイン

過去の文化・文明とその残存

紫観

商度な産業技術

人間の営為とE1然地形との有

機的結合（上地利川のあり

方）

伝統的な農法と犠接紅結びつ

いて景観が保存され、今日な

お耕作が継続されている点

集落景観と自然景観との調流

人間と賞然との調和的関係

その地域特有･の十地利用のあ

り方

各種の考古学遺跡と一体とな

った景観

文化の精神的核心をなす場

(先･圧民族の聖地としての文

化的価値）

文化の精神的核心をなす場

(宗教的霊場、道場、聖域と

:髭ての文化的価値）

現在も継続される先住民族の

生業の場

芸術涯動の素材.や舞台として

の位置付け

具体的事例（国名/登録年）

スーーグスキル罰・ゴーデン森

林菓園（スウェーデン/1994）

シントラの文化的景観（ポル:、

ガル/1995）

カナル・ドゥ・ミディ（フラン

ス／1996）

ラバ・ヌイ国立公園〈イースタ

－．島・チリ/1995）

トロイ遺跡（トルコ/1998）

グー・ジリン・ヒマラヤ鉄道（イ

ンド/1999）

フィリピン・コルディレラ地方

の棚田〈フィリピン/1995）

アマルブィ海岸〈イクシア／

1997）

アッパ・・スヴァネティ（グル

ジア/1996〉

ホルトバジーー国立公園（ハンガ

リー/1999）

ベエムスタ、‐の干拓地（オラン

ダﾉ1999）

チレントとディアノ渓群国立

公園及びパエストゥムとエレ

ア／ヴェリアの遺跡とパドゥ

ラのカル:､ジオ修道院（イタリ

ア/ﾕ998）

トンガリロ国立公園〈sニュージ

ーランド/1993〉

ウルル・カタジュータ|量|立公園

(オーーストラリア／1994）

厭lIl国立公園<中国／1996）

75:･都奈良の文化財．〈；;本／

二998）

ラッボニアン地医（スウェーテ

ン/1996）

ピレネー・ペルデュー11：〈フラ

ンス/スペイン/1997）

(注）データは1999年末時点でのもの。

(出所）定義はＷｏ｢ｌｄＨｅ｢itageCommittee（1999)．第39項による。訳は本中（1999)，pp251-255による。

(3)第３カテゴリー

「関連する景観（associativelandscape)」

第３カテゴリーは、芸術・文化・宗教信仰などと

深く関連する景観と定義され、人間の精神活動に直

接関連する景観（特に場所）が登録の中心となって

いる。したがって遺産の持つ特徴・構成要素が、そ

の依拠する伝統・文化・習慣・信仰などと十分に関

係しているかが評価のポイントとなる。しかしなが

らこうした極めて精神性の高い概念は、視覚的にも

物理的にも外側に出てくることがほとんど無いため、

その価値評価が極めて難しく、‐世界遺産登録上最も

重要な指針である「顕著な普遍的価値を有する」か

どうかという要件を裏付けることが非常に困難となっ

ている（根木ほか'999：ｐ50)。こうした背景から、
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｢関連する景観」には、既に自然遺産として認定さ

れたものの中で、文化的関連性のあるものが登録さ

れているのが実態である。つまり、現状の枠組みで

は、優れた自然景観を有さない限り、精神性まで評

価されることは難しいのである。

(4)第４カテゴリー

「記念物などの環境としての景観（setting)」

現在上記３つのカテゴリー以外に、第４カテゴリー

として「記念物などの環境としての景観（setting)」

を位置付けようとする議論もある皿。これは遺産そ

のものの周辺に展開し、それらと一体となって価値

を形成するもので、緩衝地帯としての性格も併せ持

つものである。なお、ここでいう「環境としての景

観」とは遺産周辺に広がる景観を指しているが、第

２カテゴリー(ii）「継続する景観」のように周辺景

観そのものが遺産の核心として高い価値を有し、文

化遺産としての本質をなしているという考え方はな

く、その景観自体に普遍的価値や特別の価値が無く

ても、特定の遺産の周辺に展開し遺産本体と一体的

な価値を構成する景観を積極的に評価していこうと

する考え方である。

３．場所論から見た麗江の空間構造と空間の意味

この章では、場所論の考え方を援用し、具体的に

以下の方法により、麗江の空間構造および空間の意

味を明らかにすることを試みる。まず麗江における

都市建設の歴史と建設上の空間理念を歴史資料から

明らかにする（第１節)。続いて麗江旧市街地とそ

の周辺区域を、精神的空間領域と日常生活空間領域

の二つに分け、これら領域の関係性を明らかにする

(第２節)。その上で、日常生活空間領域にある場所

を商業的・政治的・日常生活的、という三種類の場

所に分類し、それぞれの配置の仕方と空間利用ルー

ルについて整理を行うとともに（第３節)、街路や

水路の持つ「通路」としての空間パターンを明らか

にする（第４節)。そして「水」という基本的空間

要素の可変性と連続性を分析し、都市空間に与えて

いる意味を明確にする（第５節)。

表２麗江ナシ族の方位概念

東 西

空間の意味 i;の出、光、生命 |:没、死

(出所）蒋（1996)，ｐｐ,16-29をもとに筆者作成。

2５

3-1．麗江旧市街地における都市建設の

歴史と建設上の空間理念

麗江旧市街地は、ナシ族によって宋代末にその建

設が始まって以来、現在に至るまでおよそ800年の

間、ナシ族の政治･経済･文化の中心として発展して

きた町である。なお、ナシ族は独自の言語･文字･宗

教を有する中国の少数民族で、古代完族が南下して

雲南省西北高原を中心とした地域に定住した民族で

あると言われている（郭ほか編１９９９：pp419-421)'5．

麗江旧市街地のある場所は、早くも秦・漢時代に

は既に「南方シルクロード｣'６および「茶馬古道｣'７

といった交易路上の要衛であり、特に雲南とチベッ

トを結ぶ貿易では重要な地理的位置を占めていた。

こうした交易は、漢族、白族、チベット族、ナシ族

の交流を促し、麗江旧市街地において商業や文化の

繁栄をもたらした。またこのような他民族との交流

を通して、ナシ族の先祖は広く外来文化を吸収する

とともに、自らに特有な文化を生んできた'8。例え

ば､伝統的住宅建築、トンバ(東巴)文化'，、音楽、服

飾、祭典、手工業、民間芸術、習慣･道徳、土司（中

央より世襲の官職を与えられた少数民族の首長）に

よる政治的統治方式などはその代表的なものである。

このように、麗江旧市街地の持つ歴史的・文化的

背景は漢族の都市のそれとは大いに異なっている。

したがって空間的にも他の漢族の都市に見られない

顕著な特徴がある。すなわち麗江旧市街地において

は、一般的な中国の歴史都市の空間構造を規定した

｢礼制｣２０に基づく空間理念や、軸線による空間の対

称配置、城壁の存在による閉鎖性、南を良い方向と

する、などといった空間理念は存在しないか極めて

希薄である。その代わりに、自然的要素の利用といっ

た実利的な空間利用法や、東を良い方向とするといっ

たようなナシ族独自の方位概念（表２）に基づいて

都市が形成されてきたと考えられている（蒋1996：

ppl6-29)。その結果として、麗江旧市街地は、開

放性が高〈（中国の歴史的都市の中で、麗江旧市街

地は城壁が建設されなかった稀有な存在である)、

不整形な都市空間形態となっている（写真２)。

このような都市配置・都市空間構造は、都市工学

中（原点）

I二・．；
Ｆ１画』

南

F水足り:下)｣、

了孫、開拓

北

『水頭<川上)」

机先、回帰
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写真２麗江旧市街地遠景

（注）中国の他の歴史都市とは異なり、城壁を有さず、南北軸に

よる空間の対称配置も見られない。

（出所）筆者撮影（2003年３月）

写真３麗江旧市街地の都市配置

（注）向かって右端が象山、左端の小高い部分が獅子山。中央奥

にそびえるのが宋龍雪山（後述）

（出所）筆者撮影（2003年３月）

写真４玉龍橋（玉河分水）

（出所）楊（2000)‘ｐ,1９

F１

的に見れば、自然の地形や水資源を建設上巧みに利

用している点に大きな特徴がある。すなわち麗江旧

市街地は、冬の北西風を防ぎ、夏の風通しをよくす

るために、北は象山および金虹山、西は獅子山に依

り、東南面には平野が開ける、といった場所に配置・

建設されている（写真３）。また旧市街地の北に位

図２麗江旧市街地概略図

（出処）徐（2000)．pl4をもとに筆者作成。

置する象山の麓に湧き出る玉泉水（玉河）を巧みに

利用し、これを旧市街地に引き入れることで、古く

から上水道網が構築されている。この玉泉水は、旧

市街地の北の入り口である玉龍橋の下で３つの支流

に分かれ（玉河分水、分水処などと呼ばれる)、西

河・中河・東河として旧市街地内を東南方向へ流れ

ている（図２、写真４）。これら３本の支流はさら

に無数の細い水路となって旧市街地を潤し、現在で

も生活用水として利用されている（周ほか1999：ｐ

214)。

麗江旧市街地の中心には「四方街」と呼ばれる広

場が位置する。この広場は、古くは他の都市と麗江

を結ぶ街道が交わる交易広場であり（写真５)、現

在は観光客向けの露店が軒を並べる観光スポットと

なっている（写真６）。旧市街地の基本構造は、こ

の四方街を中心に４本の主幹街道、すなわち、新華

街、五一街、七一街、黄山街（新華街黄山上段）が

放射状に伸び、そこからさらに細かな路地が広がっ

たものである。こうした路地と水路が密接に結びつ

きながら蜘妹の巣のように広がり、300余もの橋が

架かっている様から、麗江旧市街地は「高原山水都

市」とも呼ばれている（写真７)。

歴史的にも、麗江旧市街地は四方街を中心として

徐々に形成されてきた都市である。４本の主幹街道

と３本の水路に沿って外側に自由に拡大発展できる

構造を基礎として、多くの細街路や大小の路地が形

成され、それぞれの場所の機能も分化してきたと言

われる（雲南省城郷規劃設計研究院・麗江県城建局

１９８８：pp31-32)。
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旧市街地はほぼ全域が本質的に日常生活空間領域で

あり、精神的空間要素は日常生活空間要素と明確に

区別され、別の世界として日常生活空間領域の外側

に配置されている。そのためそれぞれの空間領域の

純粋性や特質が顕著に現れることになるのである。

このことを模式化したのが図３である。以下、それ

ぞれの領域について説明を加えておく。

（１）精神的空間領域

麗江ナシ族固有の宗教は、自然崇拝を中心とする

｢トンバ教（東巴教)」であるが、この宗教は固定化

された礼拝場所としての寺廟を持たない。逆に、玉

龍雪山（写真８）、黒龍揮（池･湖・湧水）など自然

の中に位置する場所が聖地とされ、信仰の対象・生

命の源・生活を支えるものとして保護されてきた。

こうした玉龍雪山・黒龍湾など自然界の要素は、ナ

シ族の民話・歌・トンバ教の経害に多数出現するこ

とで、民族の持つ空間イメージの原型となっている。

例えば、ナシ族の伝説では、玉龍雪山の辺りに「玉

龍第三国」という死後の楽園があるとされているの

だが、叶わぬ愛に悲嘆した男女がそこに至ることを

目指して玉龍雪山で心中を遂げるという行為が１９５０

～60年代くらいまで見られたと言う（郭編1999：pp

l68-l78)。

このような背景があり、現在でも空間的に旧市街

地の周辺を取り囲む自然豊かな領域は、ナシ族住民

の意識上、旧市街地の中の日常世界とは区別された

精神的意味を有しているのである。

写真51930年代の四方街

（出所）於（1998)‘ｐ､1４

蕊議
Ａ
幽
牛

写真62001年現在の四方街

（出所）筆者撮影（2001年９月）

２７

Ａ：聖山：玉龍雪山

B：生命の源：黒龍浮（池･湖・湧水）

ｃ：自然管理：玉龍橋（王河分水）

Ｄ：商業的中心：四方街

Ｅ：政治的中心：木府

Ｆ：獅子山

､顎

蕊識《，

図３麗江の空間領域と場所

写真７麗江旧市街地の路地と水路（中河）

（出所）筆者撮影（2000年11月）
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3-2．精神的空間領域と日常生活空間領域

一般に、都市の空間領域は精神的空間領域（非日

常の空間)、日常生活空間領域、及びその間にある

中間領域（つなぎ空間）に分けることができるとさ

れている（日本建築学会１９９６：”188-190,226)。こ

れにしたがって麗江旧市街地の空間構造を見てみる

と、旧市街地内には寺廟など精神的場所がほとんど

なく、ほぼ全域が日常的な場所として存在している

ことがわかる。このことは、寺廟などの精神的場所

が日常生活空間領域の中に混在している一般的な中

国の都市空間構造とは大きく異なる。すなわち麗江



写真９木府（1998年に復元された。現在､麗江古城博物院として公開｡）

（出所）筆者撮影（2003年３月）

また獅子山に注目してみると、獅子山は旧市街地

の背景となり、ナシ族の方位概念にしたがって旧市

街地を日の出（光、生命）の方角である東に向かわ

せる働きがある。前掲図３が示すように、木府２１

(政治的中心。写真９）・四方街（商業的中心）．

玉龍橋（つなぎ空間）という、旧市街地における３

つの重要な場所が、全て獅子山の東麓に、南北ほぼ

一直線上に位置していることからも、獅子山の空間

構造上の重要性が伺える。

さらに、この南北のラインは旧市街地の北側に位

置する黒龍漂へと、玉河という水を通してつながっ

ており、日常生活空間領域から精神的空間領域へと

結ばれている。そしてその北の延長線上には、遠く

視覚的に聖山（玉龍雪山）がつながる（写真１０)。

こうした構造によって、麗江では漢族の歴史都市の

ように軸線による空間の対象配置という手法を用い

なくても、異なる領域・場所が、物理的．精神的．

象徴的なラインによって結び付いているのである。

困睦凸

一
一
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聯
』
己

：

蕊蕊鑓ﾐー

¥必罰

写真８干龍雪山

（出所）三者撮影（2003年３月）

(2)日常生活空間領域

一方、三坊一照壁（母屋の両側に直角に２棟を配

して“．”の字型とし、母屋の対面に“照壁”（塀）

を設けた三合院形式）を特徴とした住宅や、四方街

を中心とした商業区域、四方街から放射状に延びる

街路、玉河が旧市街地に入ってから分流してできた

西河・中河・東河という水路システム、それに橋や

牌坊（アーチ様の建造物）などの人工的空間装置は

日常生活空間領域に属する。この領域には生活と関

わる場所が複数存在し、通路としての街路と水路に

よってつながっている（前掲図２）。

穂･綴

(3)中間領域（つなぎ空間）

精神的空間領域と日常生活空間領域との間には中

間領域（つなぎ空間）がある。獅子山、玉龍橋の玉

河分水はその中間領域に属し、精神的意味と、常的

意味の双方を持ち、両義性を示す（図４）。具体的

には、前述のとおり、玉龍橋において、精神的空間

領域である黒龍漂から流れてきた玉河が＝つの流れ

へと分割され、日常生活空間領域であるところの旧

市街地全体へ生活用水として送られる仕組みになっ

ている。こうした意味でも、玉龍橋（玉河分水）は

精神的空間要素が日常生活空間要素へ転換する境界

的場所と考えられる。
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写真１０黒龍漂から北へ玉龍雪山を望む

（出所）楊（2000)，ｐ,1８
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図１４玉河の分水利用



3-3．日常生活空間と「場所」

麗江の日常生活空間領域における「場所」は、空

間利用形態によって商業的場所、政治的場所、日常

生活場所に分けることができる。以下、それぞれの

場所の持つ特徴についてまとめておく。

(1)商業的場所

前述のとおり、四方街はかつて、他の都市と麗江

とを結ぶ街道が集合する交易広場であり、市街地空

間の中心的な場所であった。なお、旧市街地中心部

に交易広場としての四方街が位置する空間構造は、

白沙22．龍泉２３といった、より古い時代に形成され

たナシ族の伝統的集落でも同様に認められることか

ら、ナシ族集住地の中心的場所の空間「原型」と言っ

て良い。

かつては四方街において、週に１回西河の流れを

止め、溢れた水で農産物などの交易で汚れた四方街

を洗い流すという利用ルールが存在した（欧2000○

図５、写真１１)。また西河をわたる橋には「売鴨蛋

橋（卵を売る橋)｣、「売鶏碗豆橋（豆を売る橋)」な

どの呼称が現在も残っており、場所が商業活動によっ

て認識されていたことが伺える。このように、空間

にはその意味と利用ルールが存在し、そのことが空

間認識上必要な要素となって、空間が場所化されて

きたことがわかる。

西河。

図５四方街の空間利用

‐

議蕊蕊誘，

写真１１西河を堰き止め四方街を洗い流す作業

（かつての様子を行政が再現したもの。五一街にて｡）

（出所）筆者撮影（2000年５月）
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湧水,飲野菜を服を洗

用水を洗う池濯する

汲む池 池

図６三眼井の利用ルール

写真１２三眼井（白馬龍淫）

（出所）筆者撮影（2003年３月）

(2)政治的場所

中国における他の歴史都市と違って、麗江では市

街地空間の中心は四方街という商業的場所としての

広場によって占められており、木府を代表とする政

治的場所は旧市街地の南部、西河の下流部分（ナシ

族の方位概念では「水尾｣、すなわち川下方向）に

あたり、市街地空間の中心的な場所とはなっていな

い（前掲図２）。

(3)日常生活場所

麗江旧市街地において住民の日常生活と密接に関

連している空間装置が井戸であり、その多くは「三

眼井」という様式を採用している。これは水路を三

段階の池状に区切り、（A)最上流部を飲料水の採取

場、（B)中部を野菜の洗い場、（C)最下流部を衣類

の洗い場として分割利用したものである。飲料水の

汚濁を防ぐという智慧であり、現在でも住民はこの

ルールに則って水を利用している（図６，写真12。

ただし現在では水道水の普及により飲料水として用

いられることは少なくなった)。こうした空間利用

ルールの存在は住民どうしの協力を必要とするため、

三眼井の存在が、コミュニティの形成に大きな役割

を担っているという点も、日常生活場所の持つ重要

な社会的意味として特記しておく必要があろう。ま

た井戸は日常生活空間領域にありながらも、精神的

空間領域に位置する玉龍雪山の伏流水が湧出したも

のや、同じく精神的空間領域にある黒龍漂の湧水が

水路によって運ばれてきたものを採取するという意
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図７１日市街地全体の街路空間構成パターン

味で、神聖さを有する場所でもある。こうした意味

で、井戸は日常生活空間要素としても精神的空間要

素としても位置づけることが可能であり、両義性を

有する空間要素であるや言える。

3-4．通路空間の機能

水路と街路は、麗江の日常生活場所に意味を与え、

空間的につなぐ「通路」としての機能を持っている。

以下、その特徴についてまとめておく。

ｕｇ

Ｃ

(3)街路と水路の組み合わせパターン

街路空間と水路空間による空間演出は、麗江旧市

街地の空間的特徴となっている。街路と水路という

２つの通路空間は、図８に示すようないくつかの空

間的な組み合わせのパターンにまとめることができ、

こうしたパターンが様々な配置形態をとることによっ

て、変化に富む通路空間が構成されているのである

(図８)。

（１）河川（水路）の機能と意味

玉河は玉龍橋のところで、精神的空間領域から日

常生活空間領域に入るが（前掲図３）、その後、日

常生活空間領域において河川の利用は機能化・生活

化する。その利用方式は、放水、洗濯、橋をかける、

建物を河川（水路）に沿って建てる、道路を河川

(水路）と平行して作るなど様々な形態が挙げられ

よう。なお、三つの河川（西河・中河・東河）のう

ち中河は自然の河で、他の二つは人工河川である。

三つの河川は全く同じ機能、意味を有しているわけ

ではなく、それぞれの位置、つながる場所の重要性、

利用ルールが異なる。すなわち、西河は獅子山の麓

を流れ、四方街や木府など、商業的・政治的に中心

となる場所を結んでいるため、最も利用度が高く、

利用方式の定式化度合いも高い。一方、中河はもと

もと存在した河川であり、最も早い時期から居住地

内を貫流していたと考えられる。この中河に沿う場

所は、主として商業や居住などの用途で用いられて

おり、井戸も多数あり、最も利用方式が多様で、生

活化している河川である。東河は旧市街地内で標高

の低い区域、中心部から離れた住宅地を結んでおり、

最も利用方式の定式化度合いが低く、一般的な水路

として利用されている。

了

｜

増

:|'.。

ＡＢＣＤＥ

Ａ：街路と水路が並行

Ｂ：街路と水路が並行するが、交差点のところで水路が隠される

ｃ：街路と水路が並行するが、交差点のところで橋を架ける

Ｄ：ある区域を通るのは街路だけ

Ｅ：ある区域を通るのは水路だけ

図８街路と水路との組み合わせによる空間パターン

回
回
越
画
回
回
睡
回
国
は
回
吋

》や

●●
け

旦

亘

画

回

回

(2)街路空間システム

旧市街地の街路空間は迷路状になっているが、分

析すると主に２つのシステムからなることがわかる。

すなわち、玉龍橋（分水処）のところから３つの河

川に沿って町に入る街路空間（図７－Ａ）と、四方

街から放射していく街路空間（図７－Ｂ）であり、

いずれも放射状の空間パターンを採用している。そ

の２つの空間が重なった結果、現在の旧市街地の街

路空間システム（図７－Ｃ）となっていることがわ

かる。

3-5．水の変形、利用ルールから見た空間

の意味

水は２つの空間領域の両者において、様々な形を

とりながら存在している（図９)。すなわち、精神

的空間領域では雪（玉龍雪山)、そして湧水、１章

(池・湖・湧水）という形を取り、日常生活空間領

域では水路として演出されている。そしてその中間

に、精神性と日常性の両義性を有する場所としての

分水処および井戸が存在しているのである。このよ

うに見れば、隣接する精神的空間領域と日常生活空

間領域という二つの領域は、主に水のつながりによっ

て一体化されているということができる。

一方、水の位置付けと具体的な使われ方に着目す

れば、精神的空間領域では聖的なものと位置付けら

れ、祈られ、そして保護されているが、日常生活空

間領域に入ると、日常的なものとして機能的に使わ

れるようになることがわかる。このように、空間の

意味が転換すれば、水もその形態を変え、利用ルー

ルも転換するのである。
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表３麗江の世界文化置産への登録根拠

観」として理解することが可能である。

文化・風俗・心理など）
■登録物件名

が空間に意味を与え形TheOldTownofLijiang（中国語表記は｢腿江古城｣）

精神的空間領域

日常生活空間領域

精神的空間要素

日常生活空間要素

両義性を有する空間要素

一
、
〆
一

一
一

一
／
し
、

このように、麗江旧市街地ならびにその周辺区域

の空間構造は、利用ルールや生活様式、コミュニティ

の形成など、人々の活動と深い関係性を有している。

そして、こうした空間と人々の活動との関係性、す

なわち「場所性」が存在することによって、麗江旧

市街地は「活きた」歴史的市街地たり得ているので

ある。

○
○
④

図９領域の変化と空間要素「水」の変形

3-6．小括

４．文化的景観としての麗江の評価と保全

の問題点

本章では、以上の議論を踏まえ、麗江旧市街地と

その周辺区域について、「文化的景観」の考え方を

適用した評価を試み、現行の麗江旧市街地保護制度

が内包する問題は何なのかを検討する。その際、前

章で示したように、旧市街地は日常生活空間領域、

その周辺区域は精神的空間領域と位置付ける空間の

見方を適用する。

なお、麗江旧市街地は1997年に世界文化遺産とし

て登録されているが、その際、登録報告書に記載さ

れた麗江旧市街地の評価要素を表３にまとめておく。

この表からもわかるように、推薦害作成時および登

録時の遺産としての評価の中心は、あくまで伝統的

住宅建築群にあり、周辺景観との関連性や場所の持

つ精神性などに対する評価は十分であるとは言えな

以上、麗江の都市空間構造と空間の意味について

分析を行ってきたが、その結果をまとめると大きく

以下の５点が指摘できる。

１）麗江旧市街地とそれを取り巻く空間は、精神的

空間領域と日常生活空間領域とに分けられ、それ

ぞれ空間的・意味的に両立していると同時に、文

化的・意味的・機能的につながっている｡

２）日常生活空間は町の歴史、民族の集合的記憶に

裏打ちされた利用ルールによって定式化され、意

味を与えられ、場所化されている。

３）空間通路、特に水路は、精神的空間領域と日常

生活空間領域の双方に存在し、二つの領域をつな

ぐことによって多義性、空間の意味の転換機能を

有し、空間構造や意味を結ぶ糸となっている。

４）空間領域や場所、通路などの要素は相互に結び

つき且つ不可分である。こうした物理的環境は、

麗江の社会的・文化的

環境（日常生活・伝統一命蒜蒜､一坐一一ﾙ､一‐，

■適用された登録基準
成されてきた場所なの

（ii）ある時期、あるいは世界のある文化圏において、建築、技術、記念碑、都市計画、景観設計の発展に

である。したがって旧大きな影響を与えた人間的価値の交流を示していること。

（iv)人類の歴史の重要な段階を物語る建築様式、あるいは建築的または技術的な集合体、あるいは景観に
市街地空間の意味を生

関するすぐれた見本であること。

かした保全を可能とす（v)ある文化(または複数の文化)を代表するような伝統的集落または土地利用の顕著な例の､特に回復

るためには、住民構成．困難な変化に対して無防備な状態にある場合。

要素と一体化した空間（出所）麗江の登録根拠についてはＷｏ｢ｌｄＨｅ｢itageCommittee（1997a),ｐ47,Ｗo｢|ｄＨｅ｢itage
Committee（1997b）を、登録基準の内容についてはＷｏ｢|ｄＨｅ｢itageCommittee（1999）

システムを構築してい
を参考に筆者作成（筆者訳)。

ると言うことができる。

このことは「文化的景

■登録根拠

土地利用・建物類型． ①地理的・歴史的背兼

空間タイプも含めてこ・中国西南部の商業的･戦略的に重要な場所に位世し、山岳地形に調和･適応してきた点。
②歴史的都市最観

れを考慮する必要があ．高い質と真正性を有する歴史的都市景観を現在も保持している点。
る。③建築様式

・都市景観を拙成する建築様式が、何世紀もの間に複数の文化に由来する要素が融合したことを顕著に
5）旧市街地に存在する

示している点。

日常生活空間要素は精④上水道網

神的領域にある自然的、複雑で創意のある歴史的上水道網が現存し､現在も機能し続けている点。
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い。そのため、文化的景観としての登録はなされて

おらず、また現在に至るまで再評価もなされていな

い◎

（１）旧市街地周辺区域

表４は麗江保護計画における旧市街地周辺区域に

該当する部分の位置付けと保護項目をまとめたもの

である。前章で見たとおり、旧市街地周辺区域は精

神的空間領域に当たり、かつては旧市街地で生活す

る人々を支える自然と神の位置する領域として意味

があった。しかし現在は視覚的な美観保護の位置付

けしかなく、農地や自然景観についてもその精神的

意味は評価されていない。また保護項目に、聖地で

ある玉龍雪'11についての記載は無いｃ

表４１日市街地周辺区域に関する保護項目

■環境協調区の設定

・旧市街地の外周部分50-100ｍを環境協洲区として指定

・建物の階高・高さ、色彩、屋根形式の制限

・新設橘梁の材質制限

・緑化推進

画外周地区の保護

・環境協訓区の外周部分（具体的脂定面枇無し）

・術層建築の禁止

.Ⅱ｣市街地東南部分（主に農地）を都I脈|仙iⅨ域として認めない

・現在の股地・緑地の維持

(出所）雲南省城郷規劃設計研究院（1997）より筆者作成

一方、UNESCO世界遺産委員会の文化的景観を

めぐる議論における、こうした精神的空間領域の取

り扱いを見てみると（第２章参照)、第３カテゴリー

の「関連する景観」において、先住民族の文化の精

神的核心をなす場としての聖地が登録されている。

麗江における玉龍雪山を中心とする精神的空間領域

は'1t界遺産の登録対象とはなっていないが、ナシ族

の聖地としてトンバ文化の精神的中核をなす場であ

り、これらと同様の評価が可能であると考えられる。

ただし、聖地としてこれまでに登録されている文化

的景観の例は、聖地そのもの（山岳・岩塊等）や聖

域そのもの（寺社境内等）であり、住民の居住地と

の関連性について積極的な評価を行う枠組は存在し

ない。前章で見たように麗江の精神的空間領域は、

日常生活空間領域との密接な関係性に特徴があり、

こうした一体性の面から精神的空間領域を評価する

考え方が必要になる。

また精神的空間領域と日常生活空間領域との関係

性という点では、表４の具体的保護項目に示すとお

り、精神的空間領域の一部が環境協調区や外周地区

という名称で、旧市街地保護のための緩衝地帯とし

て、それｎ体が保護の対象に位置づけられている。

上述したような精神的空間領域としての意味から見

れば、こうした旧市街地周辺区域は、近年欧州を中

心に議論が行われている第４カテゴリーの文化的景

観「遺産周辺に展開する緩衝地帯」（第２章第２節

参照）としてその「遺産部分と一体となった価値」

を評価されるべきものである。しかしながら麗江旧

市街地周辺区域に関する保護項目（表４）からは、

旧市街地と一体となった価値に関する積極的な評価

や保全方針を読み取ることはできない。また現実問

題として、表４の保護項目自体も効果があがってい

るとは言い難く、特に旧市街地の西側から北側にか

けては新市街地建設区域として、歴史的空間とは全

く切り離された市街地空間が急速に拡大を続けてい

るのが現状である（山村2000ｂ：pp30-33、写真13)。

写真１３新市街地（旧市街地隣接部分）

（出所）筆者撮影（2000年11月）

こうしたことから考えると、文化的景観としてみ

た場合、以下の２つの観点から第４カテゴリーにお

ける緩衝地帯の考え方を拡大し、より積極的な意味

を持つ緩衝地帯（以下仮に「積極的緩衝地帯」と呼

ぶ）として、麗汀保護計両における再定義を行うこ

とが有効であると思われる。

第１に、前章で示した聖地（玉龍雪山）一命の源

(黒龍漂）一自然管理（玉龍橋・玉河分水）といっ

たような精神的空間領域における諸要素の意味的・

空間的関係性をシステム（精神的空間システム）と

して再構築し、それらを物理的経路（例えば歩行者

空間）や視覚的経路（例えばビスタ）などとして緩

衝地帯の機能の中に反映する。

第２に玉龍橋（玉河分水）や井戸など精神的空間

領域と日常生活空間領域を接続する機能（つなぎ空

間）を再評価し、緩衝地帯における精神的空間シス

テムが旧市街地と意味的連続性を有することを明確

にする。これにより緩衝地帯は旧市街地と一体化し

て価値を構成することが可能となる。
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(2)旧市街地空間

麗江旧市街地は日常生活空間領域に当たる。世界

文化遺産としての麗江の核心をなすのは、まさにこ

の領域に存在する伝統的住宅建築群であるのだが、

その文化的価値を考えた場合、建築様式のみならず、

その場所の使われ方、つまり「空間利用ルール」が

重要な要素となる。こうした「空間利用ルール」は、

UNESCO世界遺産委員会の文化的景観カテゴリー

における第２カテゴリーの（ii）「継続する景観」に

含まれる概念に非常に近い。つまり「継続する景観」

で評価される文化的価値は、伝統的な生活様式と結

びつき、現在も役割を持ち続けていることにあり、

その評価基準の考え方のみにしたがえば、例えば麗

江における井戸や水路網等も文化的景観としての評

価の対象となり得よう。

しかしながら、このカテゴリーにこれまで登録さ

れた文化的景観を具体的に見てみると、農業景観、

牧畜利用されている自然景観、干拓地といったよう

に、土地利用のあり方そのものや、周辺の自然景観

と人工物との調和のあり方など、あくまでも自然的

要素が基軸に据えられて登録が行われており、人工

的要素が強い都市景観そのものが登録されている事

例は今のところ存在しない。これは、もともと文化

的景観の概念が「田園景観」を拡大解釈して始まっ

た議論であったことに起因しているものと考えられ

る。すなわち、文化的景観をめぐる議論の歴史自体

が、まず自然的要素を「景観」として捉えたうえで、

そこに文化的価値を付与し、人間の生活の証として

説明しようとする試みであったためであろう。その

ため同じ景観でも、人工的要素が強い都市景観その

ものが議論の中心となることがほとんど無いのだと

考えられる。

このような経緯があるため、目下、同様に人間の

生活の証として位置づけられる景観であっても、人

工的要素が強い、都市・集落内における日常生活空

間領域そのものを、文化的景観として評価する枠組

みは存在していない。つまり、日常生活空間領域に

おける「空間利用ルール」の文化的景観（すなわち

文化遺産）としての「普遍的価値」や「真正性」を

評価する理論的枠組みや具体的手法が確立されてい

ない。（なお、こうした手法が確立されていない以

上、世界遺産登録上の要件である、「顕著な普遍的

価値」や「真正性」を有することは立証できず、文

化的景観として世界遺産にも登録できないことにな

る｡)劃

一方、麗江保護計画に目を転じても、状況は同様

３３

であり、日常生活空間領域、すなわち旧市街地に関

する保護項目は建築景観ガイドラインにより構成さ

れており、空間の機能や意味については全く規定が

ない25.

以上の議論を踏まえれば、人々の活動・住民構成・

土地利用、さらには他の場所との関係性など「空間

利用ルール」を規定する要素全体を、ひとつの空間

システムとして認識・評価･保全することが、こう

した保護制度上の問題点を改善するうえで非常に重

要になってくると言えよう。それは「日常生活空間

システム」保全のための新たな枠組みとでも呼ぶべ

きものである。

５．まとめ

現在の麗江のように、建築外観の保護・整備を中

心とした歴史的市街地保全の枠組みでは、その他の

要素と切り離された、物理的な建造物群が保存され

るのみで、生きた文化の存続は難しい。したがって

精神性や生活をも含めた、都市空間構造の全体性を

保全する必要がある。そのために、ここではまとめ

に代えて、文化的景観の意味を拡大．補正した麗江

旧市街地保全のための新たな概念を以下のように提

案したい。

①「積極的緩衝地帯」の設定：第４カテゴリーにお

ける緩衝地帯の考え方に、ａ)精神的空間システムを

経路などとして具体的に緩衝地帯の機能へ反映、ｂ）

つなぎ空間による精神的空間システムの旧市街地と

の意味的連続性の明確化、という考え方を導入する

ことでより積極的な意味を有する緩衝地帯として、

旧市街地周辺区域を再定義する。

②「空間利用ルール」保全の枠組構築：「空間利用

ルール」を規定する要素（活動・住民構成．土地利

用等）全体を「日常生活空間システム」として認識．

評価する。それによって「空間利用ルール」を保全

するための新たな枠組の構築を行う。

今後は、本研究で行ったような都市空間の文化的

景観としての検証作業を、麗江だけでなく他の歴史

都市の事例についても行うことによって、より議論

に普遍性を持たせていく必要がある。そのような作

業を通して、「積極的緩衝地帯」や「日常生活空間

システム」等、本研究で提案した概念を発展させる

とともに、これらをUNESCOにおける既存の文化

的景観の考え方と一体化することで、「文化的景観

システム」とでも呼べる包括概念を想定し、都市空

間の文化的要素をひとつの全体的システムとして捉

え、保全していくための議論を展開していくことも



可能になると思われる。
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補注

１本中（1999）の研究はこれを試みている数少ない例で

あり、麗江を含む、若干の世界遺産都市空間について、

｢文化的景観」概念の適用可能性について論じている。し

かしながら現地調査による実証が行われていないため、

UNESCOによる条文をどう適用するか、という解釈論に

とどまっている。

２例えばUNESCOPROAP（2000a)(2000b)など。

32002年１２月26日、中国国務院は「麗江地区」を「麗江

市」とし、同時に「麗江納西族自治県」を廃止する行政

区分の改正を決定、2003年４月１日よりこの新区分にて

地方行政が執り行われている。これに伴い「麗江地区麗

江納西族自治県大研鎮」は「麗江市古城区大研鎮」となっ

た。なお、本稿の記載事項は全て2003年４月以前の調査結

果に基づくものであるため、本文中では旧行政区分のま

まに表記を統一することとした。あらかじめ了承された

い。

４この点については麗江に限っても、UNESCOPROAP

(2000a)、UNESCOPROAP(2000b)、Drddcky（2002)、

山村（2000a)、Yamamura（2003a）など複数の研究で指

摘がなされている。

５Drddcky（2002)、山村（2000a)、Yamamura（2003a）

を参照。

６例えば前川（1998）など。

７原文では“existentialspace'’oNorberg-Schulz（1973)。
８雲南省城郷規劃設計研究院（1997)。なお、UNESCO

側は現地政府に整備を義務付けるのみで、地域個別の保

護計画等を策定することはない。

９大研鎮に関する統計数値は全て大研鎮政府提供の内部

資料による。2000年１２月提供。

'０世界遺産登録の仕組みについては下問（1997）などを

参照。

'’「世界遺産リストの典型像構築のための世界的戦略と

主題別の専門的研究に関する専門家会議」における指摘。

12事例の詳細については本中（1999）を参照した。

'３世界遺産登録の際には、登録基準に照らし合わせた審

査とともに、それぞれの価値の「真正性」（authenticity）
についても検討することとされている。

ﾙ!欧州景観条約における文化的景観の体系をめぐる議論。

本中（1999)，pp304-305参照。
ｌ５なお、1990年のデータによればナシ族の総人口は約２７

万8千人。そのうちの66.5％に当たる１９万8千人が麗江ナシ

族自治県に居住する。郭ほか編（1999)，pp419-421、雲

南省麗江地区行政公署・雲南省麗江地区地方誌弁公室

(1997)．ｐ60、中国国家統計局綜合司編（1994)，ｐ､155参
照。

'６西北シルクロードと並ぶかつての重要な国際交易ルー

ト。東西二道あり、そのうちの西道が四川省成都から麗

江を経て雲南省西南部経由でインド等の諸外国と結ばれ

ていた。

'７かつてチベットと雲南を結んでいた主要交易路。荷馬

の商隊が茶葉を運んでいたことからその名が付いた。雲

南のプーアルから昆明、大理、麗江を経てチベット、イ

ンドと結ばれた。

'８現在、現地で入手可能な資料で、ナシ族文化について

系統的に整理された有用なものに、郭（1998)、郭編

(1999）などがある。

'９自然崇拝を中心とする原始宗教“トンバ（東巴）教”

を基盤とするナシ族の伝統文化。象形文字、祭祁・儀礼

形式、自然知識、芸術、習俗などの精神文化として、今

日もなおナシ族に受け継がれている。なお“トンバ'’と

はトンバ教における男性祈祷師を指す。詳細は郭編(1999）

参照。

２０段周時代の社会と文化を基礎に成立し、その後、戦国

から前漢代の儒者たちによって『周礼」や『礼記」など

の経典に体系化され、中国固有の国家システムとして歴

代の王朝に継承されていった儀礼や祭祁の体系。

２１元から明、清初までの341年間、中央朝廷から世襲知事

の官職「土司」を与えられたナシ族首長（王族）の居城。

ナシ族政権における政治の中心として機能した。

２２白沙郷白沙村。大研鎮から約６km・ナシ族の最も古い

集落と言われる。壁画、寺廟、白沙細楽（民間音楽）等

の文化遺産を有する。大研鎮旧市街地とともに世界文化

遺産として登録されている。

２３白沙郷龍泉村。大研鎮から約７km・大研鎮旧市街地よ

り古い集落で、ナシ族の最も古い集落の一つであると言

われる。伝統的家屋、龍泉寺、田園景観、張り巡らされ

た水路等の文化資源を有する。大研鎮旧市街地とともに

世界文化遺産として登録されている。

2‘’なお、こうした文化遺産の価値を評価する上での、現

行の枠組みの限界性については、世界遺産都市研究の最

先端の実務的・学術的議論の場であるＯＷＨＣ

(OrganizationofWorldHeritageCities）においても重視

されるようになっている。2003年の会議においては、「遺

産概念を拡大」し「無形遺産」も含め議論する必要があ

ること、「ハード重視」の保存戦略から「ソフト重視」の

保存戦略へと移行する必要があること、などがフォーラ

ムの結論として宣言された（OrganizationofWorld

HeritageCities2003)。筆者もこの会議に参加し無形遺産

保護に関する口頭発表を行い、宣言に「無形遺産」の文

言を入れる上で大きく貢献した（Yamamura2003b)。こ

うしたUNESCO関連の国際的議論においても、本研究

で指摘しているような事項が重視される潮流にあると言

えよう。

２５山村（2000a）（2000b）参照。
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